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英語句動詞 come across についての考察
─認知言語学の観点から




　英語句動詞 come	across には「（偶然）出くわす」という意味がある。この意味においては come
が本来有している「移動」という意味特性が希薄になっている。本論文では、場所や時に関する直示
語である here と now が有する特性をもとに、come との意味的関係を明らかにすることで、come	
across の意味拡張プロセスをたどることを目的とする。
A Study of “Come across”:	
From the Viewpoint of Cognitive Linguistics
Yoshikazu OKA
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〈Abstract〉
　The	phrasal	verb	“come	across”	means	“to	meet,	 find,	 or	discover,	 esp.	by	chance.” 	 It	 is	
deserving	to	study	the	reason	why	this	phrasal	verb	has	come	to	have	this	meaning.		The	present	
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はじめに
　英語句動詞 come	across には「（偶然）出くわす」という意味がある。この句動詞は中学生や高校
生も習得すべきものの一つである。しかしながら、come	across の説明においては come が本来有し
ている移動動詞としての性質が希薄になっていることが看過されているという現状がある。
　本論文では、場所や時の「直示語」と come との関係から、come	across の意味拡張プロセスをた
どり、英語学習にも寄与することを目的とする。
1. 中学校や高等学校の英単語集における come across の扱い
　Come	across は、come	from、come	out、come	down などと同様に中学校や高校の英単語集にも



































































































（5）〈状況〉：	Morissot が通りを歩いている時に、昔の釣り友達の Sauvage に偶然会う。
As	soon	as	the	two	friends	had	recognized	each	other	they	shook	hands	warmly,	feeling	
















　Ashore、afire、aboard などと同様に、across は cross に	“in”	や“from”の意を持つ“an”が前
置されることで構成されている。語源辞典では a ─	が以下（2）のように記載されている。
（2）a ─	pref.	‘on’	の意を表す．◆ late	OE	a ─ ↼ OE	an	（prep.）	‘at,	ON’.	◇名詞に付加されて述語
的形容詞および副詞を形成する：abed,	alive,	aright,	asleep,	asunder,	across,	afoot.
─	寺澤（編）（1999：1）（下線筆者）
　つまり、強勢がない接頭辞 on ─は a ─に弱形化することから、ashore、afire、aboard はそれぞれ
on	shore、on	fire、on	board から生じたと考えられる。これらの語と同様に、across は on	cross で
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